
郷

土

の

文

化

財

大
光
寺
遺
跡
の
近
世
墓
群

（
松
浦
町
大
光
寺
　
平
成
２
・
３
年
調
査
）　

　
墓
石
に
は
、
亡
く
な
っ
た
年

号
が
刻
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
下

に
、
棺
桶
と
し
て
使
わ
れ
た
甕

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
甕
が
存
在

し
て
い
た
年
代
が
明
確
に
分
か

る
良
好
な
資
料
と
な
り
、
ま
た
、

人
骨
を
調
べ
る
こ
と
で
、
骨
格

の
変
化
が
分
か
り
、
現
代
人
の

骨
格
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
変

わ
っ
て
い
く
の
か
を
知
る
貴
重

な
資
料
と
な
り
ま
す
。

　「
あ
な
た
と
一
緒
の
お
墓
に

は
、
入
り
た
く
な
い
わ
」
と
、

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
で
使
わ
れ
る
よ

う
な
こ
の
言
葉
は
、
江
戸
時
代

に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
な
ぜ
な
ら
、
現
在
は
亡
く
な

り
、
火
葬
さ
れ
た
あ
と
に
、
家

や
家
族
単
位
の
墓
の
中
に
入
り

ま
す
が
、
江
戸
時
代
の
埋
葬
は

土
葬
で
あ
り
、
墓
１
基
に
一
人

が
埋
葬
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。

棺か
ん

桶お
け

も
現
代
の
も
の
と
は
違
い
、

桶
や
甕か

め

に
、
座
っ
た
形
で
安
置

さ
れ
ま
す
。
伊
万
里
で
は
、
棺

桶
に
甕
を
使
う
こ
と
が
多
か
っ

た
よ
う
で
す
。

　
大だ

い

光こ
う

寺じ

遺
跡
で
は
、
地
表
面

よ
り
50
～
60
㌢
下
で
、
旧
石
器

時
代
か
ら
縄
文
時
代
に
か
け
て

（
３
万
年
前
～
８
千
年
前
）
石
器

を
製
作
し
て
い
た
跡
を
確
認
し

ま
し
た
。
ま
た
、
地
表
面
に
は

墓
石
が
残
っ
て
い
る
近
世
墓
群

が
あ
り
、
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
伊
万
里
の
遺
構
シ
リ
ー
ズ
〜
埋
葬
遺
構
を
中
心
と
し
て
〜
⑭

● 

問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
財
係（
☎
㉒
１
２
６
２
）↑大光寺遺跡の近世墓群

教 育 と 文 化

educat ion and cul ture

〜
思
い
や
考
え
を
伝
え
ま
し
ょ
う
〜

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
５
”
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
“

● 

問
合
先
　
企
画
政
策
課

男
女
協
働
推
進
係（
☎
㉓
２
１
１
５
）

　
先
日
、『
男
女
共
同
参
画
の
視
点

を
生
か
す
地
域
づ
く
り
講
座
』
に

参
加
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
講

師
が
「
日
本
の
男
女
共
同
参
画
は
、

戦
後
に
始
ま
り
ま
し
た
。
今
は
、

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
教
育
が

進
み
、
個
人
の
意
識
の
変
革
は
進

ん
で
き
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
政

治
に
関
わ
る
女
性
の
割
合
は
、
国

際
的
に
見
る
と
非
常
に
低
い
評
価

で
あ
り
、
日
本
の
女
性
は
、
も
っ

と
政
策
決
定
の
場
に
出
て
い
く
べ

き
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
都
知
事
や
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技

大
会
組
織
委
員
会
の
会
長
は
、
女

性
で
す
。
９
月
に
行
わ
れ
た
自
民

党
総
裁
選
に
立
候
補
し
た
女
性
の

国
会
議
員
と
、
10
月
に
行
わ
れ
た

佐
賀
市
議
会
議
員
選
挙
の
女
性
の

当
選
者
は
、
過
去
最
多
で
す
。
伊

万
里
市
議
会
で
は
、
２
人
の
女
性

議
員
が
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
女
性
も
頑
張
っ
て
い
る
！
」
と

言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
確
か

に
、
政
治
の
世
界
に
占
め
る
女
性

の
割
合
は
、
ま
だ
ま
だ
低
い
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
た
く
さ
ん
の
女
性

に
挑
戦
し
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
地
域

や
組
織
、
団
体
な
ど
の
中
で
、
施

策
の
決
定
過
程
に
、
参
画
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。「
私

で
よ
け
れ
ば
、
や
り
ま
す
」、「
頑

張
っ
て
み
ま
す
」
と
言
っ
て
、
積

極
的
に
役
員
な
ど
を
引
き
受
け
、

自
分
の
意
志
や
考
え
を
周
り
の
人

た
ち
に
伝
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　『
地
域
づ
く
り
』
や
『
組
織
づ
く

り
』、『
家
庭
づ
く
り
』
で
は
、
男

性
も
女
性
も
自
分
の
思
い
や
考
え

を
積
極
的
に
、
声
に
出
す
こ
と
が

必
要
で
す
。
ま
た
、
男
女
や
夫
婦

間
に
お
い
て
は
、
お
互
い
を
思
い

や
り
な
が
ら
も
、
言
い
た
い
こ
と

を
言
い
合
え
る
関
係
で
あ
っ
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
う
い
う
行
動
が
、
持
続
可
能

な
開
発
目
標
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
エ
ス

デ
ィ
ジ
ー
ズ
）
の
目
標
５
『
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ
う
』
に
つ

な
が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　（
伊
万
里
市
男
女
協
働
参
画
懇

話
会
『
い
ま
り
プ
ラ
ザ
』
委
員
）
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